
メタルキャタライザーキット

取付説明書

Pursuing the Ultimate in Engine Performance and Efficiency.
                           HKS Company Limited.    

取付けは必ず専門業者に依頼してください。

取扱説明書を先に読んでから作業を行ってください。

本書はご使用前に必ずお読みください。

本書は、 お読みになった後も本製品の側に置いて活用してください。

本製品は、下記に示す車両のみ取付け可能です。

万が一お車と本製品の型式等が異なる場合には、速やかにお買い上げの販売店にご連絡ください。
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※適合車両の年式は、2021年12月現在のものです。

2022年1月以降に登録された車両への適合については、お買上げの販売店にお問い合わせ

ください。



連番 品  　　名 数量 形　　状 備　　考

1
8

試験成績表
DBA-JW5 6MT 用

DBA-JW5 CVT 用

3BA-JW5 6MT 用

触媒 Assy 11

パーツリスト

HKS METAL CATALYZER

-1/6-

12

スペーサー（球面ガスケット用） 14

ガスケット 13

スペーサー（遮熱板用） 45

7

取扱説明書

取付説明書

取付説明書 1

6

※パーツリスト内の部品を別途購入する際は、補修パーツとして設定してある為、お買上の
　販売店にお問い合わせください。

取扱説明書 1

ﾎﾝﾀﾞ純正 
18234-R9H-004

ガスケット
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があります。

・センサーを外す際には、センサーハーネスのグロメットを必ず外してください。

●ジムカーナやサーキット走行等の特殊な用途の使用では製品の耐用期間が
　著しく低下し、エンジンチェックランプが点灯する原因となる場合があります。　
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HKS METAL CATALYZER
(1)マフラーの中間パイプを取外し、触媒下部フランジとエンジンを繋ぐブラケットを取外して
　ください。(エンジン側は緩めるだけ)
(2)LAFセンサーをカプラー、ネジ部の順に取外し、タービンの遮熱板を取外してください。

(3)O2センサーのカプラーの接続を外し、触媒を取外してください。

●センサーの取外しは、ハーネスを損傷しないように気をつけてください。

●取外した触媒は再利用しませんので保管してください。
　遮熱板・ボルト･ナット･スプリング・球面ガスケットは再使用します。



(1)純正のボルト、ナット、スプリングとキット内のフランジ、球面ガスケット、ガスケットを使用して、
   触媒を純正触媒のあった場所へ仮組付けしてください。

(2)触媒と車体各部とのクリアランス及び干渉しないことを確認し、触媒を本締め付けしてください。

●第一触媒フロント側フランジ　   ボルト･ナット　Ｔ= 31 N･m  (3.2kgf･m)

●第一触媒リア側フランジ　　　　 ボルト･ナット　Ｔ= 22 N･m  (2.2kgf･m)　　　　

●第二触媒リア側フランジ　　　　 ボルト･ナット　Ｔ= 31 N･m  (3.2kgf･m)

●ブラケット　　　　　　　　　　　ボルト　　　　Ｔ= 44 N･m  (4.5kgf･m)

●ＥＧＲパイプ　　        　   　 ナット　　　  Ｔ= 24 N･m  (2.4kgf･m)

2．メタルキャタライザーの取付け

3．触媒の取付け

(1)取外した純正触媒から、純正触媒遮熱板およびO2センサーをメタルキャタライザーに取り付けてください。
　 純正触媒遮熱板は熱抜き穴が上に来るよう、後側、メタルキャタライザー、付属のスペーサー、前側
　 の順に重ね、純正ナットで締付けてください。LAFセンサーボス下の1箇所は純正タービン遮熱板を挟むため、
   仮締付けしてください。

　＊LAFセンサーとO2センサーの間違いにご注意ください。先端が平らなものがO2センサーで
 　先端がテーパー状に細くなっているものがLAFセンサーです。

図2

●遮熱板取付け　   ボルト　

  Ｔ= 9.8～11.8 N･m  (1.0～1.2 kgf･m)

(1)純正タービン遮熱板の斜線部分を内側からハンマー等で叩き、元より熱抜き穴が開いていたところまで広げてください。(図参照)

(2)純正のボルト、ナットを使用して純正タービン遮熱板を車両に仮組付けしてください。純正触媒遮熱板と共締めする切欠き部は純正触媒前側遮熱板と純正ナットの間に入れてください。

(3)触媒と純正タービン遮熱板とのクリアランスおよび干渉しないことを確認し、本締付してください。

●触媒タービン側フランジ　　　　　ボルト・ナット　T= 32 N･m　( 3.2 kgf･m)

締付トルク　N･m(kgf･m)

●遮熱板取付け　　ナット　T= 9.8 N･m　( 1.0 kgf･m)
●O2センサー　T= 45 N･m　( 4.6 kgf･m)

締付トルク　N･m(kgf･m)

3.純正遮熱板の加工

図1

(4)触媒と車体各部とのクリアランスおよび干渉しないことを確認し、触媒を本締付してください。

(3)純正のボルト、ナットを使用してメタルキャタライザーを純正触媒のあった場所へ仮組付けしてください。

(2)タービン側に残留したガスケットをスクレーパー等で除去し、添付のタービンガスケットをタービン側の
   スタッドボルトに通してください。
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図1

●触媒下部フランジ・エンジンブラケット　　ボルト　T= 24 N･m　( 2.4 kgf･m)
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3.純正タービン遮熱板の加工
(1)純正タービン遮熱板の図2斜線部分を内側からハンマー等で叩き、元より熱抜き穴が開いていたところ
　 まで広げてください。(図2～4参照)

締付トルク　N･m(kgf･m)

●遮熱板取付け　　ボルト・ナット　T= 12 N･m　( 1.2 kgf･m)

(2)純正のボルト、ナットを使用して純正タービン遮熱板を車両に仮組付けしてください。純正触媒
　 遮熱板と共締めする切欠き部は純正触媒前側遮熱板と純正ナットの間に入れてください。(図1参照)
(3)触媒と純正タービン遮熱板とのクリアランスおよび干渉しないことを確認し、本締付してください。

図3図2

図4
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7．取付け後の確認
(1)本製品を装着した場合、弊社販売のマフラーであれば問題ありませんがエアクリーナーや他社製品
　 と併用する場合はノッキングの有無の確認を行ない、必要であれば再セッティングを行なってください。

6．取付け状態の確認

4.センサーの取付け

(1)純正LAFセンサーを取付けてください。

締付トルク　N･m(kgf･m)

●LAFセンサー　T= 45 N･m　( 4.6 kgf･m)

(2)LAFセンサーおよびO2センサーのカプラーを接続してください。

5.マフラー中間パイプの取付け
(1)メタルキャタライザー下部フランジから出ているパイプに付属のガスケット(φ61-49)、スペーサー
　(φ58-45.5)、純正球面ガスケットを順に通し、中間パイプを純正スプリングと純正ボルトで取付けて
　仮締付けしておいてください。

(2)中間パイプと車体各部とのクリアランスおよび干渉しないことを確認し、本締付してください。

締付トルク　N･m(kgf･m)

●中間パイプ球面フランジ　ボルト　T＝22N・m（ T＝2.2kgf・m）

●中間パイプ前後フランジ部の純正ボルトは4本均等に締めこんでいって
  ください。1本ずつ先に締めこんでしまいますと、フランジが傾いて
  フランジ穴部に純正ボルトのフランジが引っ掛かてしまい、正常に取付
  することができず排気漏れしたり、マフラーのテールが正規位置にこない等
  の不具合が発生する恐れがあります。

●中間パイプ前後フランジ部の純正ボルトは4本均等に締めこんでいって
  ください。1本ずつ先に締めこんでしまいますと、フランジが傾いて
  フランジ穴部に純正ボルトのフランジが引っ掛かってしまい、正常に取付
  することができず排気漏れしたり、マフラーのテールが正規位置にこない等
  の不具合が発生する恐れがあります。



( 禁無断複写、転載 )・㈱エッチ・ケー・エス

株式会社　エッチ・ケー・エス

〒418-0192

静岡県 富士宮市 北山 7181

http://www.hks-power.co.jp/





●消耗部品や紛失部品および本書のご注文は、お買上の販売店にお問い合わせください。





また、純正以外のＥＣＵを使用しないでください。純正以外のＥＣＵを

使用した場合、クレーム対象外となります。



本製品に関するお問い合わせは、専門業者又はお買上の販売店にご相談ください。








